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慶應義塾大学での教鞭は、春学期、秋学期とようやく一巡した。大学の先生は誰でも手続きに追

われて大変忙しく過ごしている、ということもこの１年の発見だった。修士研究の主査として指導

してきた学生が、この春には５人、無事に修了してくれた。先生として、嬉しかった。ところで、

これら院生のうちの一人は、修士研究として、東日本大震災の被災現地で、災害時の太陽光発電（Ｐ

Ｖ）の果たした役割を調べ、その一層の活用に向け、いくつかの提言をした。今回はその内容を簡

単に紹介し、その上で、我が羽根木エコハウスでの、ＰＶを中心とした災害時対策の増強ぶりをス

ケッチしよう。

この学生は、ＰＶの設置家庭からなるＮＰＯ、ＰＶ－ｎｅｔの活動に参加して被災地に入り、Ｐ

Ｖ装置を調べた。その結果では、津波を直接に被り漏電して壊れたものを除き、地震被害だけであ

れば、多くの太陽光パネルやインバーターが健在（統計的には意味がないが、たまたま調査した

106基中 97基に損傷がなかった）であり、住宅躯体よりも頑健だったケースも散見された。

しかし、災害後の停電期間中に、せっかく生き残ったＰＶ装置が十分に活用されたかというと必

ずしもそうではなかった。理由は、停電時の自立運転機能が周知されていず、オーナーが使えるこ

とに気が付かなかったこと、あるいは、独立運転が可能なことを知っていても、夜に電気がなかっ

たり、あるいは、自分が使いたいと思う用途（寒い時期だったので暖房など）にはパワーが不足し

て、使い勝手が良くなかったりしたといったことがあったようだ。他方で、災害で停電した数日間、

テレビや携帯、パソコンなどの充電にＰＶが活躍した事例もたくさん集まった。

また、停電に見舞われた地区で、震災後の住民意識を探った。アンケートでは、ＰＶパネルの購

入希望が高まり、特に、夜でも、そしてある程度の大電流でも電気が使える充電池付のシステムへ

の支払い可能額が相当に高いもの（20万円～ 40万円以上）になっている、との結果が示された。

ただし、比較的高齢の方では、購入意欲が低くなっている。これは、投資をしても、自分の存命中

にそのメリットを享受できるかに確信がないことによっているようだった。

こうした調査結果から、この院生は、これまでの単なるパネル設置補助ではなく、リジリアント（回

復力がある）な社会を築くため、災害時に電力復旧までの数日から１週間、相当程度に個々のご家

（注）この他に太陽熱床暖房システムのファンやコントロールパネル表示も、別の太陽光発電で給電されている
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